
お問い合わせは、建設部下水道課　☎43-7086 まで

　

平
成
22
年
度
の
収
入
は
11
億
２
０

４
５
万
円
、
支
出
は
12
億
９
１
５
７

万
円
で
、
差
し
引
き
１
億
７
１
１
２

万
円
の
損
失
と
な
り
ま
し
た
。 

　

こ
れ
は
、
下
水
道
事
業
が
建
設
途

中
で
、
普
及
率
は
伸
び
て
い
る
も
の

の
、
処
理
区
域
内
の
水
洗
化
率（
下

水
道
に
接
続
し
て
い
る
割
合
）が
十

分
と
は
言
え
ず
、
使
用
料
収
入
が
伸

び
悩
ん
で
い
る
た
め
で
す
。

　

市
内
に
は
、
ま
だ
ま
だ
下
水
道
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
区
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
多
額
の
事
業
費
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
も

経
営
の
安
定
と
健
全
化
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

下
水
道
施
設
の
建
設
や
維
持
管
理

の
費
用
の
一
部
は
、
下
水
道
使
用
料

や
受
益
者
負
担
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

下
水
道
を
整
備
す
る
と
、
ト
イ
レ

の
水
洗
化
が
進
み
、
ま
た
家
庭
な
ど

か
ら
の
汚
水
は
処
理
場
で
浄
化
し
放

流
す
る
た
め
、
川
や
海
な
ど
が
き
れ

い
に
な
り
ま
す
。

　

環
境
を
守
り
、
快
適
な
暮
ら
し
を

実
現
す
る
た
め
に
、
地
域
ぐ
る
み
で

水
洗
化
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

資本的収支（消費税込み）
〈施設の整備に関する収支〉

収益的収支（消費税抜き）
〈事業の運営に関する収支〉

固定資産
272億3,772万円

流動資産
５億5,589万円

資産計
277億9,361万円

資　
　
　

産

借入資本金
158億339万円

資本剰余金
103億7,136万円

未処理欠損金
△10億2,016万円

自己資本金
13億5,755万円

固定負債
９億7,820万円

流動負債
３億327万円

負債・資本計
277億9,361万円

資　
　
　

本

現金・預金
や未収金な
どの固定資
産以外の資
産です。

下水道管な
ど、下水道
事業で所有
している資
産の価格で
す。
取得後の経
過年数によ
り減価償却
した後の金
額です。

企業会計適用時か
らの赤字額を累積
したものです。

企業債などの借金
の残高のうち施設
整備のために借り
入れた分の残高で
す。資金繰りのた
めに借り入れた分
は固定負債に分類
します。
※民間企業では負
債に分類しますが
公営企業では資本
に分類します。

施設を建設する際
に受けた補助金や
負担金などの金額
です。

不足額
４億7,083万円
不足額
４億7,083万円

一般会計繰入金
　１億5,958万円
　　　（13.1％）

国・県補助金　
２億7,600万円（22.6％）

受益者負担金
9,315万円
（7.6％）

借入金　
６億9,160万円　
（56.7％）　　　

下水道使用料収入
４億2,050万円
（37.5％）

一般会計繰入金
６億9,179万円
（61.8％）

借入金の
支払利息

３億7,642万円
（29.2％）

借入金の
支払利息

３億7,642万円
（29.2％）

減価償却費
４億9,114万円
（38.0％）

その他
250万円
（0.2％）下水道管の維持管理

窓口サービスなどの費用
１億3,954万円（10.8％）

その他
816万円
（0.7％）

借入金の償還元金
８億7,224万円
（51.6％）

流域下水道建設負担金　3,330万円（2.0％） 流域下水道負担金　２億8,197万円（21.8％）

設備投資に　
要する費用　
７億8,562万円
（46.4％）

設備投資に　
要する費用　
７億8,562万円
（46.4％）

純損失　１億7,112万円純損失　１億7,112万円

平成22年度 大館市下水道事業貸借対照表
（平成23年３月31日現在）

負債負債

平成22年度に整備した地区

処  理  状  況

行政区域内人口
処理区域内人口
普及率
水洗化人口
水洗化率
年間処理水量
年間有収水量
有収率

80,073人
34,420人
43.0％

26,656人
77.4％

2,630,915㎥
2,472,803㎥

94.0％

大館地域　御成町、有浦、中道、
　　　　　餅田、根下戸新町
　　　　　の一部
比内地域　味噌内の一部
田代地域　茂屋～赤川間
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